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＜連絡事項＞

· 3/14院内研修あり。テーマ：「クレーム対応」

· 3/14（金）陶芸の窯の設置工事予定。

· 3/13・14、服部が欠勤予定。

· 青陽館内部の共通キー（個人用）は、各勤務帯のリーダーが勤務終了時に一旦確認し、ナイトケアスタッフが最終確認を行うこととする。

· 経過連絡表について、本日の印刷に間に合わなかった分は、各自で印刷すること。

· 国立精神保健センターより、アンケートの依頼あり。

＜外来情報＞

· 森田　清助様～先週、風邪の為にデイケアを二日欠席したことを報告。鹿内内科にて、感冒薬

処方されているという。本日、同病院にてアレルギーの検査結果が出るとのこと。

· 我満奈津紀様～食べ過ぎもしくは生理痛が原因と思われる腹痛の訴えあり、薬を処方。先週は洗濯

を二日行い、片付けを一度行ったという。衣類の片付けを行い、ごみ袋１つ分ほど処分したとのこと。

· 晴山美智子様～3日ほど前、洗顔時に鼻血が出たとのこと。「どっか悪いのかも。」と不安に感じて

いる様子。食前血糖120mg/dlで、高値となっている。本日の体重測定にて、101kg。食事の量を気をつけているが、体重は減らないとのこと。また、「年を取ったから、疲れやすい。何の為に生きているのか分からない。」との発言聞かれるが、鬱らしい様子はみられない。主治医より、生活リズム建て直しの為、短期入院できることを説明するが、「お金がかかるから。」と拒否。一方で、「自分は年金だけじゃなく、親からもお金をもらってるから、みんなよりお金を使える。」との発言聞かれている。

· 本田　英之様～生活訓練について「点数をつけてやってもらっています。」と報告。４月からの就

労訓練について、除々に準備を進めているとのこと。他者とのトラブルは特にないが、青山荘での様子について「浮浪者みたいな人がいるけど、なんとかうまくやってます。」と話される。

・ 駒目　翔　様～前の彼女の妊娠に関する詳細について、近いうちに手紙にて連絡をうける予定とのこと。主治医へ、昨日早朝覚醒あったことを報告すると、就寝時間をもう少し遅くするよう助言あり（現在は20時～21時頃）。また、以前彼女の面会へ行った際、シックハウスなどのアレルギー発作出現。現在は日赤病院より、薬が処方されているという。通信制の高校について、「今週、面接してきます。」と話される。

＜利用者様情報＞
· 我満奈津紀様～娘様が3月末頃より、春休みに入るとのこと。その間の通所をどうしたらよいか

との相談あり（本人はエアロビクスへの参加を希望）。自宅にて昼食を食べ、娘様を部活へ送り出した後に、デイケア通所することを提案したところ、「外来のときに相談してみる。」と話される。

· 袴田　隆裕様～パセリー菜での体験実習について、障害者雇用されている人に対し、上司の暴言･

物品を蹴る等の暴行があり、見ていて気分が悪いと不満を話される。「体験が終わったら、もう辞めます。」と話す為、青明舎へ相談するよう促している。

· 繁名　和恵様～「お腹にガスがたまって困る。」と話し、静養室にて臥床している。昼食は、主食

を少量摂取しているが、主菜・副菜は不摂取。水分のみ摂取している。

· 前野　義勝様～3/7（金）、昼食後薬の服用を忘れたとのことで、夕食直前に服用。時間をずらして

夕食後薬を服用するよう説明している。
⇒１月にも昼食後薬の忘薬みられているため、今後は時折服用確認の声掛けと、
　服薬の必要性について説明を行っていく。

· 八木橋牧雄様～先週、二度留守番電話にメッセージをいれているが、本人からの連絡なし。3/7（金）

の連絡時、本日（3/10）連絡が欲しい旨を伝えている。
⇒上司へ近況確認の連絡を行う予定。

· 柳町　信之様～外来より、土曜日の外来への受診日移行は、兄様もしくは青明舎スタッフが確実に

付き添いできないのであれば、対応困難とのこと。3/18（火）、本人と青明舎スタッフ（清水・原）で、今後について話し合い予定。（場所：青明舎または本人宅）

＜利用者様事例検討＞

大久保　康弘様（51歳）　病名：統合失調症　　通所期間：3週間

○現在の治療計画

· 服薬自己管理・金銭自己管理ができるようにする。

· 対人関係能力の向上のため、SSTや各種プログラムを活用していく。

○本人の利用目標

· 再発防止

· 金銭管理

○現在の状況

· 「デイナイトケアのほうが自分のペースに合ってる気がする。」と話される。

· 他者との交流は適度に図る事出来ている。

· 時折、鋭い目つきで他メンバーをみていることあり。

· DVDやテープなどを持参されることあり。

○今後について

· 悩みを相談する事が出来ず、自分の中に溜め込んだことが要因で、入院となったため、相談できる環境を整えていく。

· 物のやり取りを見かけた際には、その都度声掛けしていく。










